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1. 研究概要 

 キノコとは、担子菌・子嚢菌類が形成する大型の子実体を指し、一部のキノコは食品と

して流通している重要な農産物であるが、食品用途以外にも様々な重要な機能を有しお

り、本プロジェクト研究所では以下に示すキノコ研究を、各研究員が連携し包括的に推進

する。 

(1) キノコの有する、新たな薬理成分や毒性成分など様々な生理活性成分の探索、その生

合成経路の解明、薬品や農薬等への応用展開 

(2) 菌糸がもつ様々な有益な機能（木材分解、環境汚染物質分解、発酵など）のバイオリ

ファイナリーやバイオレメディエーションへの応用を目指した研究 

(3) 森林などの生態系で分解者として重要なニッチを占めるキノコ類の、植物や細菌との

生物間相互作用の解析 

(4) 本研究所で使用するキノコ及び優れた特性を持つキノコ類のゲノム情報基盤の整備 

 

2. 令和 5年度研究成果 

(1) キノコの有する、新たな薬理成分や毒性成分など様々な生理活性成分の探索、その生

合成経路の解明、薬品や農薬等への応用展開 

 フェアリー化合物（fairy chemicals, FCs）、2-アザヒポキサンチン（AHX）、イミダゾ

ール-4-カルボキサミド（ICA）、2-アザ-8-オキソヒポキサンチン（AOH）は、植物におい

て多様な作用を持つ分子である。コムラサキシメジに 8個存在するNO synthase

（NOS）の中で高発現していた組換え LsNOS2（rLsNOS2）、及び組換え LsNOS8

（rLsNOS8）が産生するNOが 5-aminoimidazole-4-carboxamide (AICA) に非酵素的に

取り込まれ、AHXが生成することを既に報告している。L-Arg処理時に高発現するNOS

遺伝子をリアルタイム PCRにより探索した結果、最も高発現していた LsNOS5遺伝子、

及び哺乳類と類似したドメイン構造をもつ LsNOS4遺伝子を大腸菌に異種発現させ in 

vitro酵素活性試験を行い、rLsNOS5及び rLsNOS4が産生するNOが rLsNOS2、

rLsNOS8と同様に AHXの窒素源となることを明らかにした。 

冬虫夏草の１種であるサナギタケのレクチンの研究を行い、β-グルクロニダーゼを可溶

化タグとして用いたリシン B型レクチン（CmRlec）の異種発現に成功した。さらに本レ

クチンが新規なキチン認識レクチンであることを明らかにし、Bioscience, Biotechnology, 

and Biochemistryに報告した。 

 



(2) 菌糸がもつ様々な有益な機能（木材分解、環境汚染物質分解、発酵など）のバイオリ

ファイナリーやバイオレメディエーションへの応用を目指した研究 

 高活性リグニン分解菌 Phanerochaete sordida YK-624株によるテトラブロモビスフェ

ノール A（TBBPA）の分解を試みたところ、本菌により TBBPAは分解され、TBBPAが

TBBPA配糖体へと代謝されることを証明した。また本配糖体は、マウス神経芽細胞に対

して毒性を示さなかった。さらに、本菌は TBBPA の様な嵩高い置換基を有する化合物に

対しても配糖化可能な新規糖転移酵素を有していることを明らかにした。 

 

(3) 森林などの生態系で分解者として重要なニッチを占めるキノコ類の、植物や細菌との

生物間相互作用の解析 

  昨年度までに開発した、複数の「白色腐朽菌と自然界由来細菌叢からなる複合微生物

系」から、二次複合微生物系を作出した。それらの各種木材腐朽関連活性（酵素活性・資

化特性等）を経時的に調査したところ、一部の二次複合微生物系では培養初期にリグニン

分解が大きく進み、培養後期には特に多糖分解が著しく抑制されていた。リグニン分解酵

素活性とリグニン分解活性との間に相関が観察されず、リグニン分解酵素以外にリグニン

分解に関与する要因が存在することが示唆されたと共に、培養初期と後期で大きく菌叢構

造が変動していることが予測された。この二次複合微生物系の元となった複合微生物系か

ら、成分組成の異なる寒天培地を用いて新たな二次複合微生物系を作出し、予備的にこれ

ら二次複合微生物系の寒天培地上における菌叢構成解析を実施した結果、それぞれの菌叢

構造が異なっていたため、各種二次複合微生物系の木材腐朽時における木材腐朽特性と菌

叢構造解析に着手している。 

 

(4) 本研究所で使用するキノコ及び優れた特性を持つキノコ類のゲノム情報基盤の整備 

 薬用として用いられるチャーガ（Inonotus obliquus）のゲノム配列を決定したほか、木

材分解に関連する遺伝子数種を同定し、AMB Express に報告した。 
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4. 報道等 

1)  河岸洋和・鈴木智大 スギヒラタケ急性脳症の解明が多くの新聞で紹介された。

https://www.shizuoka.ac.jp/news/detail.html?CN=9740 

2)  河岸洋和・呉静 「キノコの機能性成分」の論文が、アメリカ化学会誌発行の

Chemical & Engineering Newsで紹介。https://cen.acs.org/biological-

chemistry/natural-products/Liquid-root-like-structures-make/101/web/2023/09 

 

5. 競争的外部資金獲得状況（研究代表者のみ） 

5-1. 平井浩文 

白色腐朽菌の環境汚染物質代謝能の意義解明及び汚染環境浄化への発展的応用、科研費・

基盤研究 A、2021-2025. 

白色腐朽菌の環境汚染物質代謝能の意義解明及び汚染環境浄化への発展的応用、科研費・

挑戦的研究（萌芽）、2023-2025. 

5-2. 崔 宰熏 

プリン代謝産物による植物由来アルギニン依存性一酸化窒素合成酵素の探索、科研費・挑

戦的研究(萌芽)、2022-2024. 
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5-3. 森 智夫 

細菌との相互作用を利用した新たな白色腐朽菌機能制御技術の開発、科研費・基盤研究

B、2023-2025 

5-4. 鈴木智大 

冬虫夏草類の接着分子（レクチン）はその宿主域の決定に寄与するのか？、基盤研究 C、

2024-2026. 
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フェアリー化合物の科学とその応用展開、科研費・特別推進研究、2020-2025. 
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